
  

朗読と音読の会 
 
     

日時 令和７年２月１６日（日） 午後２時～３時 

場所 ボランティアルーム（下京図書館の隣） 当日先着４0名 
 

朗読サロン「響」の皆さんと司書による 
 

内容 1，朗読サロン「響」の皆さんと司書による朗読公演 
                       

                

                

 

 

２，会場の皆さんと一緒に「雨ニモマケズ」 

「風の又三郎」の冒頭 宮沢賢治 作の音読 

              

 

【問い合わせ先】京都市下京図書館 （公財）京都市生涯学習振興財団  ☎（075）351-8196  

 

「途中下車」宮本輝 作 朗読 小島華代 

内容…東京へ受験のために電車で友人とでかけた作者。途中の駅から 

美しい女子高生が隣に座って、再会する約束をするのですが… 

「ある島のきつね」 浜田廣介 作 朗読 後藤淳子 

内容…きつねがお寺のお供えを盗んで食べようとしていると、目が不自由な 

おばあさんがやってきて、きつねを和尚さんだと思い… 

「おくま嘘歌」 深沢七郎 作 朗読 中島さよ子 

内容…おくまさんは、夫が亡くなって息子夫婦と孫と暮らすお婆さん。体がつ

らくても、孫をおんぶしたりと、日々気を使って暮らします。 

 

「黒衣聖母」 芥川龍之介 作 朗読 嶋田惠子

内容…田代君が持ってきた観音像は怪しい雰囲気であった。その観音、 

禍
わざわい

転じて福とするかわりに、福を転じて 禍
わざわい

とするのだという… 

嶋田先生 

後藤先生 

中島先生 


